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東北の被害者に手を貸す外国人 
Foreigners Helping Tohoku Victims 
小 川 エリナ 
 
説明 
 2012年8月5日に、日本司法福祉学会の第13回全国大会「東京大会」が東洋大学
の白山キャンパスで開かれました。この研究ノートは、その時の分科会 5「ケアにお
ける関係の正義」での発表のノートから書いたものです。パワーポイントのスライド
発表でしたので、画像がないノートだけでは分かりづらいと思います。そのため、最
後に書かれているリンクをぜひご覧ください。 
 
はじめに 
 東日本大震災は多くの被害を出しました。場所によっては、町全体をつくり直さな
いといけない現状です。また、今までと違う社会を作るという期待をされていること
もあり、とても被害者たちだけの力でできることではありません。そのため、日本全
国から、または世界中の人々からのサポートがあります。このノートでは、外国人か
らの支援のいくつかの例を紹介させていただきます。 
 
1. 支援のルート 
 多くの外国人が東北にいる被害者たちのために「自分ができること」を考えて、行
っています。この研究をわかりやすくするために、支援のルートを元に、大きく4つ
のカテゴリーに分けました。紹介する前に、わかってもらいたいことがあります。紹
介する個人やグループは外国人がメインで支援をしていますが、その中には日本人の
協力者もいます。もちろん、日本人がメインになっているグループにも外国人も活動
をしている例もたくさんあると思います。つまり、国籍に関係なく人と人とが協力し
あい、ボランティア活動をしている様子です。完成したリストではなく、私がグルー
プの代表でもありませんが、私が知っている限りの情報をお伝えしたいと思います。
ご理解の程、お願いいたします。 
 
2. ネットワーク 
 2.1 Foreign Volunteers Japan (1) 
 Foreign Volunteers Japan は東北のボランティア活動の情報交換のフォーラムと
して、ボランティア活動をしたい人がグループを探したり、グループ同士、最近の現
場の状況を伝え合うコミュニケーションの場としても役に立っています。 
 
 2.2 東北プランニングフォーラム 
 東北プランニングフォーラムというのは、建築家や経済界の人達の協力を得て、東
北の市長や町長が協力し合い、外国の企業の力を借りて、ノウハウや経済面でサポー
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トをしています。 
 
3. 支援になっている本 
 3.1 Tomo友 
 Tomo 友というのは、Holly Thompson さんという静岡県に住むアメリカ人作家が
東北の若者たちの力になりたいと思って、作家の知り合いなどに日本がテーマのスト
ーリーを書いてもらって、出版された本です。売り上げの 100%が東北の若い人たち
の支援として寄付されます。 
 
 3.2 KIBO希望 
 KIBO希望という本は、アメリカ人のElizabeth Andohさんが書いた東北の料理を
紹介する本です。売り上げの半分は東北で若いリーダーたちを育てている日本のNPO
へ寄付されます。 
 
 3.3 my Japan (2) 
 my Japanは、福島の原発事故の問題のせいで、海外での日本のイメージがさがっ
たことを残念に思ったLiezel Straussさんという東京に住む南アフリカ人が、フェイ
スブックを通して、世界の人々に「自分にとっての日本」というテーマの写真のアッ
プロードを依頼した結果、たくさんの写真が送られたことから始まったプロジェクト
です。その写真はプリントにして売られており、売り上げはJENというNPOの寄付
となっていますが、第一の目的は海外での日本のイメージの回復だそうです。 
 
4. 外国人女性のグループを通しての活動 
 4.1 尾浦支援プロジェクト 
 オーストラリア人Juliane Suzukiさんは日本人の夫をもっています。その彼の田舎
である尾浦町が津波でやられたのを知り、何もせずにはいられなかったため、その町
の人たちが生活できるための漁業のサポートをしています。 
 
 4.2 住田町の小和田ジョニ氏 
 岩手県の住田町の Joni Owada さんというアメリカ人は、自宅の目の前、「実は地
震で壊れた児童館があった場所」に建てられた仮設住宅に住み続ける人たちのため、
または津波の被害を受けてもまだ自分の家に住んでいる小本町の住民たちのために、
自分自身も被害を受けたにも関わらず、自分一人でできる限りのことをやりましたが、
限界がありました。そこで、日本人男性と結婚した外国人のネットのグループの女性
たちに声をかけた結果、全国に住む外国人奥さんの協力で現在は活動しています。小
和田さんが周りの人たちのニーズを伝えると物がすぐに送られてきて、手渡しをして
います。子供たちも一緒に回っているので、お年寄りの被害者たちが子供たちの元気
ももらっていると喜ばれています。 
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 4.3 神戸バイリンガルスクールのタビ校長先生 
 同じ外国人女性のネットグループの方で、神戸市で学校を経営しているイギリス人
のJanina Tubby校長先生が学校のイベントを開き、東北にある二つの学校に希望す
るものを聞いた上で体育館のマットなどを購入しました。 
 
 4.4 Oshika Pink Ladies! (3) 
 Caroline Poverさんはおしか町の漁業では女性達が危険な道具を使うため、作業服
が必要なので、外国人ネットワークに声をかけた結果、作業服をいくつか贈ることが
できました。その作業服の色はピンクなので、プロジェクトの名前は Oshika Pink 
Ladies! 
 
5. 海外の大学や外国人のNPO 
 5.1 三陸プロジェクト 
 三陸プロジェクトはアメリカのハーバード大学から始まったもので、南三陸町の住
民と日本各地の大学の協力で進めています。環境、観光、コミュニティ、経済、健康
というさまざまな面から南三陸町の回復を考えています。 
 
 5.2 セカンド・ハーベスト ジャパン 
 セカンド・ハーベスト・ジャパンは 2000 年から日本での生活に困っている人たち
の日本発のフードバンクです。東日本大震災が起こってからは福島県と宮城県の避難
所にいる人たちに食べ物を配り続けています。 
 
 5.3 ハンズオン東京 
 ハンズオン東京というグループは震災が起こってから、だいたい二週間に一回は東
北へ行き、津波の後片づけに協力をしています。ボランティアしたい人はホームパー
ジから簡単に活動の内容、集合時間や場所、参加費などを調べて、申込みができます。 
 
 5.4 セーブ南相馬プロジェクト 
 セーブ南相馬プロジェクトはニュージーランド人のAugust Hergesheimer さんを
はじめ、多国籍のボランティアが活動をしている団体です。週二回も深夜の 12 時に
新宿を出発し、お水や食べ物、特に東北の場所によってはまだ手に入りにくい野菜な
どを福島県南相馬市の仮設住宅と避難所に持って行っています。一回に1,000人分で、
約7,000人の被害者が定期的に支援を受けています。 
 
 5.5 イッツ ノット ジャスト マド 
 イッツ ノット ジャスト マドの意味は、ただの泥じゃない。Jamie El-Bana さん
というイギリス人男性が始めた団体で、石巻の被害者たちのさまざまな協力をしてい
る団体です。リンクでは、BBCのクリップを見ることができます。 
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おわりに 
 イッツ ノット ジャスト マドのBBCのクリップのとおり、ボランティアが被害者
達の支援をするために、被害者から住居や車の支援をうけています。被害者が将来へ
向かおうとしている努力のサポート役として、自分ができることをしています。これ
はケアにおける関係の正義の姿だと私は思います。 
 
 本稿は、日本司法福祉学会（2012 年 8 月 5 日開催）にて報告した内容を記述した
ものである。 
 
【注】 
 (1) フォレンボランティアジャパン 
 (2) マイジャパン 
 (3) おしかピンクレディズ！ 
 
【リンク】 
ネットワーク 
Foreign Volunteers Japan http://foreignvolunteers.org/ 
東北プランニングフォーラム http://www.ustream.tv/channel/tohoku-planning-forum 
 
支援する本 
Tomo 友 http://tomoanthology.blogspot.jp/p/blog-page.html 
KIBO 希望 http://www.kibocooking.com/ 
my Japan http://subjectmatterart.com/collections/my-japan 
 
女性たちのグループ 
尾浦支援プロジェクト www.facebook.com/SupportOuraProject 
岩手県住田町の小和田ジョニさん（個人なのでリンクはありません） 
神戸バイリンガルスクール http://www.kobils.com/ 
Oshika Pink Ladies! www.carolinepover.info/2012/05/oshika-pink-ladie/ 
 
海外大学や外国人のNPO 
三陸プロジェクト http://sanrikuproject.org/?p=18&lang=ja 
セカンドハーベスト ジャパン http://www.2hj.org/index.php/what_is_j/activities_j 
ハンズオン東京 http://www.handsontokyo.org/jp 
セーブ南相馬プロジェクト http://saveminamisoma.org 
イッツ ノット ジャスト マド http://www.bbc.co.uk/news/world-asia-16377120 
 
（2012年9月7日受理） 
